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Project 

⑥ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

地域としての外国人労働者の受け入れ 

【メンバー】 [学   生 ]   山下 里紗/伊藤 夢斗/福田 歩佳/チャズンスキー 美友 

長澤 結唯/池長 穂香/中野 心月/剱持 樹/片山 隼斗/小熊 心 

[担当教員]   孔 麗 

【背景】 

日本は少子高齢化が進み、労働力が不足しているため、外国人労働者が必要不可欠となっている。技能

実習制度は知識や技能を学ぶことを目的としているが、その多くは出稼ぎ労働者となっている。このことは函

館市を含む道南地域にも当てはまる。そこで､地域プロジェクトの活動を通して、私達が技能実習生との双方

向交流により技能実習生への支援活動を行うこととした。 

 

【目的】 

１年間の地域プロジェクトで、技能実習生の受入れ企業や支援団体の講義、技能実習生との双方向交流を

通し、現在の日本の外国人労働者の受け入れの実態について理解を深めることを目的とする。 

 

【概要】 

１年間の地域プロジェクトで、技能実習生の受入れ企業や支援団体の講義、座学研修、技能実習生との交

流を通し、現在の日本の外国人労働者の受入れ政策について理解を深めた。その上で、私達ができる技能

実習生への手助けを考え、産官学民との連帯による外国人技能実習生との交流会を行った。 

 

 

 

 

 

【プロセスと成果】 

前期の活動では、４月に座学研修を行い、日本の技能実習制度の仕組みやその現状と新たな在留資格

「特定技能１号」について学んだ。５月にはカトリック湯の川教会に訪問し、実際に行われている技能実習生へ

の支援活動について話を聞くことができた（写真①）。６月は北海道国際交流センターの担当者から多文化共

生について講義を受け、技能実習生が働いている企業と監理団体の方針一つで日本での技能実習生の生活

が大きく左右されることを学んだ（写真②）。７月は受講生がそれぞれ文献調査を行い、外国人労働者受け入

れの勉強会を行った。 

後期の活動では、１０月に台湾や韓国における外国人労働者受入れについての学習を行い、アジアにおけ

る最も先進的な受け入れについて学ぶことが出来た（写真③）。１１月には函館市内の水産加工企業を訪問

し、技能実習生の受入れの現状を学んだ（写真④）。また、ベトナム人技能実習生と意見交換会を実施し、技

能実習生の日本語能力にはばらつきがあることがわかったと共に、技能実習生との交流イベントを開くことで

技能実習生への手助けができるのではないかと考えた（写真⑤）。１２月には新はこだて農業協同組合を訪問

し、北斗市の農家における技能実習生の受入れについて講義を受け、農家と技能実習生を結ぶ取り組みや

働きやすい環境作りの大切さ、北海道の農業現場での技能実習生の受入れの難しさを学んだ（写真⑥）。令

和４年１月には昨年１１月の技能実習生との意見交換を参考に産官学市民の連携による外国人技能実習生

との交流を行った(写真⑦）。ベトナム人技能実習生とベトナムの料理を作ったり(写真⑧）、お互いのお正月の

過ごし方について紹介し合ったり(写真⑨）、よさこいを踊ったりすることで親睦を深め(写真⑩、⑪）、お互いの

文化を知ることができた。 

 

    
①神父さんから話を聞く様子    ②HIFによる講演会     ③台湾・韓国の支援策の学習    ④水産加工企業の訪問 
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⑤技能実習生との意見交換会    ⑥JA新はこだての訪問     ⑦交流会のポスター  ⑧ベトナム料理の春巻の作成 

   
⑨日越の正月の過ごし方紹介     ⑩ヨーヨー釣りの様子          ⑪よさこいを踊っている様子 

 【総括と反省】 

座学研修と現場活動を通して、技能実習生の生活と仕事の実態や受入れ企業の取組みを知り、目的であ

る現在の日本の外国人労働者の受入れ政策についての理解を深めることができた。技能実習生との交流を

通して、日本語で日常会話を交わせる方法と、翻訳アプリを用いないと難しい日本語能力レベルの技能実習

生がいることや、技能実習生が市民や学生との交流意欲が強いことがわかった。 

今後の課題としては次の２点が挙げられる。 

第１に、外国人技能実習制度についてさらなる理解に努めること。 

第２に、技能実習生の目線に合わせた日本語教育支援を考えること。 

今年度はコロナ禍で小規模のイベントとなったが、次年度の本地域プロジェクトの学生にはより多くの函館

市民等の声を集めること、そして今回見つかった課題をもとにした活動を行いたい。 

【地域からの評価】 

◆産官学民の連帯による外国人技能実習

生との交流会で、実習生も学生も最初は

緊張しているように感じたが、打ち解けて

自然な笑顔が見られ、お互いを理解しよう

としていると感じた。 （函館市職員） 

◆内容が豊富で良かったと思う。これから

もこのような素晴らしい交流会を続けてほ

しい。 （市民） 

◆日本文化について詳しく学ぶことができ

たし、友達もできて良かった。 （技能実習

生） 

◆コロナ禍で地元の人々と交流することが

難しかったが、交流できるようになれば子

供たちとも実施してほしい。 （企業） 

等の声が寄せられた。 

なお、１月１６日に開催した「産官学民の

連携による外国人技能実習生との交流

会」の様子は、『北海道新聞』（令和４年１

月２１日）に掲載された。（９９ページ） 
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【地プロ年間スケジュール】 

 


